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特
別
発
表

過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
檀
関
係
の
持
続
可
能
性

│
他
出
子
の
動
向
に
注
目
し
て
│

中
　
條
　
曉
　
仁

一
　
は
じ
め
に

　
筆
者
は
農
村
地
域
研
究
を
専
門
領
域
と
し
、
地
域
や
空
間
を
対
象
と
す
る
地
理
学
を
基
盤
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。
我
が
国
の
農
山
村
、

特
に
過
疎
地
域
で
生
じ
て
い
る
社
会
経
済
的
な
地
域
問
題
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
な
が
ら
現
場
で
考
え
て
い
る
。
本

報
告
で
対
象
と
す
る
「
寺
院
問
題
」
は
過
疎
地
域
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
本
質
的
変
化
を
考
え
る
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
事
象
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
過
疎
地
域
（
農
山
村
）
の
「
イ
エ
」
あ
る
い
は
「
家
族
」
の
流
動
化
を
示
す
指
標
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
筆
者
の
寺
院
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、「
過
疎
問
題
連
絡
懇
談
会
」
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
過
疎
地
域
の

寺
院
問
題
に
対
し
て
関
心
を
寄
せ
て
き
た
が
、
懇
談
会
へ
の
参
加
を
打
診
さ
れ
本
格
的
な
学
術
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

懇
談
会
は
日
蓮
宗
を
は
じ
め
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
同
大
谷
派
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
真
言
宗
智
山
派
で
構
成
さ
れ
、
隔
月

で
集
会
を
開
き
「
過
疎
寺
院
」
に
関
す
る
情
報
交
換
と
各
派
で
の
研
究
活
動
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
は
二
〇
一
二
〜
一

三
年
に
か
け
て
日
蓮
宗
過
疎
地
域
寺
院
活
性
化
検
討
委
員
会
が
主
催
し
た
「
寺
づ
く
り
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ペ
」
に
お
い
て
応
募
ア
イ
デ
ィ

ア
の
審
査
に
携
わ
り
、
応
用
研
究
と
し
て
の
「
寺
づ
く
り
」
の
実
践
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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寺
院
問
題
に
関
す
る
学
術
的
な
調
査
と
研
究
に
関
し
て
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
が
主
宰
す
る
「
寺
院
調
査
会
議
」
に
協

力
研
究
者
と
し
て
参
画
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
後
述
す
る
が
、
過
疎
地
域
に
多
く
の
寺
院
を
有
す
る
同
派
に
お
い
て
、
過
疎
地
域
の

寺
院
と
地
域
社
会
に
関
す
る
調
査
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
施
に
参
与
し
、
分
析
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。
本
報
告
の
内
容
は
、
こ
こ
で
機

会
を
得
た
調
査
活
動
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
　
本
報
告
の
問
題
意
識
と
目
的

　
現
代
の
過
疎
地
域
で
は
、「
寺
院
問
題
」
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
過
疎
地
域
で
「
寺
院
問
題
」
が
生
じ
る
要

因
と
し
て
、
檀
家
と
い
う
イ
エ
の
構
成
員
の
空
間
的
流
動
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
檀
家
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
家
族
が
、
過
疎
地

域
か
ら
都
市
へ
転
出
す
る
な
ど
空
間
的
に
分
散
居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
定
住
型
シ
ス
テ
ム
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
寺
檀
関

係
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
寺
院
問
題
の
具
体
的
事
象
は
三
つ
に
区
分
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
と
し
て
は
檀
家
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
檀
家
の
家

族
の
転
出
に
伴
う
寺
檀
関
係
を
解
消
す
る
イ
エ
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。
第
二
は
、
檀
家
の
減
少
に
伴
い
寺
院
の
管
理
者
で
あ
る
住
職
の

不
在
に
伴
う
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
本
堂
や
境
内
な
ど
は
檀
家
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
廃
寺
」
化
と
い
う
第
三
の
問
題
が
出
現
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
伽
藍
を
管
理
す
る
檀
家
す
ら
も
い
な
く
な
り
、
境
内
そ
の
も
の
の
維
持

が
難
し
く
な
る
。
寺
院
の
統
廃
合
が
現
実
化
す
る
事
象
で
あ
る
。

　
本
報
告
の
問
題
意
識
は
、
現
代
の
過
疎
地
域
で
生
じ
て
い
る
家
族
の
空
間
的
分
散
居
住
の
広
域
化
、
す
な
わ
ち
老
親
が
地
元
に
残
留
し
、

子
ど
も
が
域
外
へ
転
出
す
る
（
以
下
、
他
出
子
）
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
一
般
化
し
て
い
る
な
か
で
、
他
出
子
が
寺
檀
関
係
を
継
続
す
る
の

か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
老
親
は
寺
檀
関
係
を
維
持
す
る
が
、
地
元
に
い
な
い
他
出
子
は
果
た
し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
を
問
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
ず
、
檀
家
に
お
け
る
他
出
子
の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
老
親
が
域
外
に
転
出
し
て
い
る
子
ど
も
に
対
し
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て
寺
院
と
の
関
係
や
仏
事
等
の
継
承
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
規
定
す
る
地
域
的
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
報

告
の
課
題
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
報
告
で
い
う
「
寺
院
問
題
」
と
は
、
寺
檀
関
係
の
持
続
可
能
性
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
事
態
を
指
す
。
ま
た
、
寺
院
と
は
伝

統
仏
教
教
団
の
「
寺
院
」
を
指
し
、
過
疎
地
域
に
所
在
す
る
寺
院
を
「
過
疎
寺
院
」
と
よ
ぶ
。
寺
檀
関
係
は
、
寺
院
を
経
済
的
・
人
的
に

支
え
る
檀
家
と
の
関
係
を
表
す
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

三
　
近
年
に
お
け
る
「
寺
院
問
題
」
研
究

　
近
年
、
寺
院
問
題
に
つ
い
て
検
討
、
あ
る
い
は
報
告
す
る
書
籍
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
と
、

櫻
井
義
秀
・
稲
場
圭
信
編
（
二
〇
一
二
）『
地
域
社
会
を
つ
く
る
宗
教
│
叢
書

　
宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
│
』
明
石
書
店
、
鵜

飼
秀
徳
（
二
〇
一
五
）『
寺
院
消
滅
│
失
わ
れ
る
「
地
方
」
と
「
宗
教
」
│
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
櫻
井
義
秀
・
川
又
俊
則
編
（
二
〇
一
六
）

『
人
口
減
少
社
会
と
寺
院
│
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
視
点
か
ら
│
』
法
蔵
館
な
ど
が
あ
る
。
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
檀
家
数
の
減

少
が
寺
院
の
維
持
に
い
か
に
作
用
す
る
の
か
を
起
点
に
し
て
、
仏
事
的
機
能
か
ら
社
会
的
機
能
を
担
う
寺
院
や
寺
族
の
あ
り
方
に
ま
で
幅

広
く
検
討
し
た
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
櫻
井
・
川
又
編
（
二
〇
一
六
）
で
、
こ
れ
ま
で
寺
院
が
担
っ
て
き
た
仏
事
中
心
の
機

能
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
形
成
の
素
地
と
し
て
評
価
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
鵜
飼
（
二
〇
一
五
）
に
あ
る
「
寺
院
消
滅
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
「
地
方
消

滅
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
増
田
寛
也
編
著
（
二
〇
一
四
）『
地
方
消
滅
│
東
京
一
極
集
中
が
招
く
人
口
急
減
│
』
中
公
新
書
で
展
開
さ
れ

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
の
議
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
地
方
の
人
口
減
少
問
題
を
「
消
滅
可
能
性
都
市
」（
二
〇
四
〇
年

に
若
年
女
性
人
口
が
五
割
以
下
に
減
少
す
る
市
区
町
村
）
を
軸
に
論
じ
て
お
り
、
特
に
そ
う
し
た
都
市
が
全
国
一
七
九
九
市
区
町
村
の
う

ち
半
数
近
く
の
八
九
六
に
上
り
、
さ
ら
に
五
二
三
市
区
町
村
が
人
口
一
万
人
未
満
と
な
り
消
滅
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
同
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書
の
巻
末
に
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
を
名
指
し
し
て
、
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
基

に
し
て
「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、
国
家
予
算
投
下
の
費
用
対
効
果
の
薄
い
地
方
自
治
体
の
整
理
再
編
を
進
め
る
べ
き
と
の

論
調
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
す
る
反
論
が
農
村
地
域
研
究
者
か
ら
相
次
ぎ
、
そ
の
代
表
的
な
書
が
小
田
切
徳
美
（
二
〇
一
五
）『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』

岩
波
新
書
、
山
下
祐
介
（
二
〇
一
四
）『
地
方
消
滅
の
罠
│
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
と
人
口
減
少
社
会
の
正
体
│
』
ち
く
ま
新
書
で
あ
る
。

全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
地
域
づ
く
り
」
や
、「
田
園
回
帰
」
と
よ
ば
れ
る
農
山
村
の
地
域
的
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
人
々
の
人
口

移
動
現
象
な
ど
を
取
り
上
げ
、
農
山
村
の
地
域
社
会
は
強
靭
で
、
簡
単
に
は
消
滅
し
な
い
と
い
う
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

四
　
我
が
国
に
お
け
る
過
疎
地
域
の
分
布
と
「
過
疎
寺
院
」

　
ま
ず
、
我
が
国
に
お
け
る
過
疎
地
域
の
分
布
を
確
認
し
て
お
く
。
過
疎
地
域
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
過
疎
法
」
と
よ
ば
れ
る
一
九
七
〇
年

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
一
〇
年
単
位
の
時
限
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
の
こ
と
を
指
す
。
現
行
法
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
継
続
さ
れ
て

い
る
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
で
あ
る
。

　
図
１
は
、
現
行
法
で
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
を
示
し
て
い
る
。
全
国
一
七
〇
〇
余
り
あ
る
市
区
町
村
の
う
ち
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た

る
七
九
七
自
治
体
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
人
口
は
一
一
三
五
万
人
で
、
面
積
は
二
二
万
一
九
一
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
。
人
口
は
総
人
口
の
わ
ず
か
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
が
、
面
積
は
実
に
五
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。
過
疎
地
域
の
分

布
は
、
北
海
道
地
方
の
大
半
に
及
ぶ
地
域
、
東
北
地
方
は
北
部
か
ら
奥
羽
山
脈
と
日
本
海
側
に
面
す
る
地
域
、
関
東
地
方
は
房
総
半
島
の

南
部
、
中
部
地
方
は
山
岳
地
域
と
半
島
部
、
近
畿
地
方
は
紀
伊
半
島
南
部
と
日
本
海
に
面
す
る
地
域
、
中
国
・
四
国
地
方
は
都
市
部
を
除

く
ほ
ぼ
全
域
、
九
州
地
方
も
こ
れ
に
同
じ
状
況
で
あ
る
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
て
過
疎
寺
院
の
分
布
を
都
道
府
県
別
に
確
認
す
る
。
こ
こ
で
は
、
各
都
道
府
県
の
過
疎
地
域
に
立
地
す
る
宗
派
別
寺
院
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数
を
、
各
都
道
府
県
の
宗
派
別
総
寺
院
数
で
除
し
て
算
出
さ
れ
た
割
合
か
ら
検
討
す
る
。
ま
ず
日
蓮
宗
寺
院
の
分
布
（
図
２
）
を
み
る
と
、

北
海
道
か
ら
東
北
地
方
、
中
国
地
方
西
部
、
四
国
地
方
西
南
部
、
九
州
地
方
中
南
部
に
お
い
て
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
地
域
が
目
立

つ
。
身
延
山
久
遠
寺
が
所
在
す
る
山
梨
県
に
お
い
て
も
、
寺
院
数
が
多
い
ゆ
え
に
過
疎
寺
院
比
率
の
顕
著
な
こ
と
が
窺
え
る
。
過
疎
地
域

を
多
く
抱
え
る
都
道
府
県
ほ
ど
過
疎
寺
院
比
率
の
高
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
比
率
は
各
宗
派
の
寺
院
分
布
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
を
顕
著
に
示
す
の
が
、
次
に
示
す
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
過
疎
寺
院
の
分
布
で
あ
る
。
図
３
に
よ
れ
ば
、

中
国
・
四
国
地
方
と
北
海
道
地
方
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
派
寺
院
が
西
南
日
本
や
北
海
道
に
偏
倚
し
て
分
布
し
て
い
る
た
め

で
あ
り
、
東
北
地
方
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
は
少
な
い
こ
と
が
作
用
し
て
い
る
。
な
お
、
同
派
寺
院
は
近
畿
地
方
に
お
い
て
多
く
の
分

図１　過疎指定地域（総務省資料を基に作成）

図２　都道府県別にみた日蓮宗の過疎寺院比率
（日蓮宗寺院名簿を基に作成）
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125 過疎地域における寺檀関係の持続可能性（中條）

布
を
み
る
が
、
都
市
部
に
集
中
し
て
お
り
過
疎
寺
院
比
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
過
疎
寺
院
問
題
は
過
疎
法
指
定
地
域
の
分
布
に

あ
わ
せ
て
各
宗
派
が
共
通
し
て
全
国
一
律
に
同
様
の
形
態
を
と
る

の
で
は
な
く
、
各
宗
派
の
寺
院
分
布
の
濃
淡
に
よ
っ
て
地
域
的
発

現
形
態
が
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
各
地
域

の
状
況
に
応
じ
て
、
過
疎
寺
院
対
策
を
講
じ
る
必
要
の
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
五

　
調
査
対
象
地
域
の
概
要

　
一
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
代
の
過
疎
地
域
で
は
、
家
族
の
空

間
的
分
散
居
住
が
広
域
化
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

老
親
は
地
元
に
残
留
し
、
子
ど
も
が
域
外
へ
転
出
す
る
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
域
外
へ
転
出
し
た
子
ど
も
を
「
他
出
子
」
と
よ
ぶ
が
、
そ

の
他
出
子
の
動
向
が
寺
檀
関
係
の
継
続
性
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
報
告
で
は
そ
の
他
出
子
の
動
向
に
注
目
す
る
。
老
親
は

寺
檀
関
係
を
継
続
す
る
が
、
他
出
子
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
報
告
の
目
的

で
あ
る
。

　
本
報
告
の
対
象
地
域
は
、
広
島
県
三
次
市
作
木
町
（
旧
双
三
郡
作
木
村
）
で
あ
る
（
図
４
）。
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
、
広
島
県
の
北

中
部
に
位
置
し
島
根
県
と
接
す
る
。「
平
成
の
大
合
併
」
の
流
れ
の
中
で
、
旧
作
木
村
は
隣
接
す
る
旧
布
野
村
や
旧
君
田
村
と
と
も
に
、

二
〇
〇
四
年
四
月
に
旧
三
次
市
と
合
併
し
た
。
二
〇
一
五
年
現
在
に
お
け
る
作
木
町
の
人
口
は
一
四
七
一
人
、
高
齢
化
率
は
四
八
・
八
パ

0 400km

(％)
32.3
18.0
 5.4

図３　 都道府県別にみた浄土真宗本願寺派の過疎寺院
比率（浄土真宗本願寺派寺院名簿を基に作成）
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ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。

　
図
５
は
、
同
派
寺
院
の
分
布
状
況
を
都
道
府
県
別
に
示
し
た

図
で
あ
る
。
大
き
な
円
が
集
中
し
て
い
る
地
域
に
寺
院
が
集
積

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
近
畿
地
方

や
中
国
地
方
を
中
心
に
、
西
日
本
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
中
国
地
方
で
は
広
島
県
西
部
の
「
安
芸
門
徒
」
や
島
根

県
西
部
の
「
石
見
門
徒
」
が
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
中
国
山
地

0 30 60
km

広島県

三次市

三次市作木町
（旧作木村）

0 8

km

旧三次市

作木町
（旧作木村）

至/みよし

至/ごうつ
至/江津

至/三次・東広島

至/

図４　調査対象地域の概観

0 400km

810
360
90

寺院数

図５　都道府県別にみた浄土真宗本願寺派寺院数
（浄土真宗本願寺派寺院名簿を基に作成）
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127 過疎地域における寺檀関係の持続可能性（中條）

は
「
真
宗
地
帯
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。
三
次
市
は
旧
備
後
国
に
位
置
す
る

が
、
当
該
地
域
の
門
信
徒
は
安
芸
門
徒
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

　
調
査
対
象
の
作
木
町
に
は
本
願
寺
派
寺
院
の
み
が
分
布
し
、
現
在
、
東
光
坊
、
浄
円
寺
、

蓮
光
寺
の
三
ヵ
寺
が
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
十
年
ほ
ど
前
ま
で
正
住
寺
が
あ
っ
た
が
、
住

職
の
不
在
と
門
徒
の
減
少
に
よ
り
廃
寺
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
。
写
真
１
は
、
そ
の
廃
寺
と

な
っ
た
正
住
寺
の
写
真
で
あ
る
が
、
境
内
は
草
が
生
い
茂
り
、
本
堂
入
口
の
障
子
も
朽
ち
て
、

内
部
も
本
尊
仏
は
近
隣
の
蓮
光
寺
に
遷
さ
れ
て
い
る
が
、
須
弥
壇
な
ど
大
型
の
仏
具
は
放
置

さ
れ
た
ま
ま
、
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
本
堂
は
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
現
地
調
査
は
二
〇
一
五
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
。
調
査
対
象
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
門

徒
世
帯
を
対
象
と
し
、
調
査
票
に
よ
る
訪
問
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
二
一
二
世
帯
か
ら
有

効
回
答
を
得
た
。
こ
れ
は
、
宗
門
と
地
元
寺
院
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
た
。
寺
檀
関
係
の
持
続
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
経
験
的
に
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が

調
査
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
分
析
の
対
象
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
単
身
世
帯
と
、
高
齢
夫
婦
世
帯
の
他
出
子
に
注
目
す

る
。
子
ど
も
と
同
居
す
る
高
齢
者
の
世
帯
に
比
べ
て
、
寺
院
と
の
関
係
が
他
出
子
の
動
向
に

よ
っ
て
変
動
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
老
親
亡
き
あ
と
他
出
子
が
仏
事
の
担
い
手
と
な
り
、

寺
院
の
存
続
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
調
査
対
象
世
帯
の
う
ち
高
齢
者
の

み
の
世
帯
は
六
一
世
帯
、
他
出
子
は
一
三
九
人
い
た
。
な
お
、
デ
ー
タ
は
他
出
子
に
対
す
る

草が生い茂る境内
将来的に本堂は倒壊の危険がある 大型仏具（厨子）は放置されたまま

写真１　廃寺となった寺院の外観と内部（2015年９月筆者撮影）
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老
親
の
意
向
で
あ
り
、
他
出
子
本
人
の
意
向
で
は
な
い
こ
と

に
注
意
を
要
し
た
い
。

　
な
お
、
対
象
地
域
に
お
い
て
門
信
徒
の
仏
事
が
執
り
行
わ

れ
る
場
所
や
墓
地
に
注
目
し
て
地
域
類
型
を
行
う
と
、
葬
儀

や
年
回
忌
法
要
は
す
べ
て
自
宅
で
執
り
行
わ
れ
、
墓
地
は
集

落
墓
地
（
ム
ラ
墓
地
）
あ
る
い
は
屋
敷
墓
で
あ
り
、
伝
統
的

に
寺
院
境
内
地
に
墓
地
は
存
在
し
な
い
地
域
に
な
る
。
各
寺

院
の
本
堂
は
、
主
要
な
法
会
で
あ
る
報
恩
講
や
永
代
経
供
養

な
ど
の
と
き
に
の
み
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

六
　
対
象
他
出
子
の
基
本
属
性

　
次
に
、
分
析
の
対
象
と
な
る
他
出
子
の
基
本
属
性
を
み
て

お
く
。
表
１
に
よ
れ
ば
、
対
象
と
な
る
一
三
九
人
の
う
ち
、

「
男
性
」
は
四
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
実
数
六
四
人
）、「
女

性
」
は
五
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
七
五
人
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
中
心
と
な
る
年
齢
層
は
、「
四
〇
歳
代
」
の
三
二
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
（
四
五
人
）
と
「
五
〇
歳
代
」
の
三
一
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
（
四
四
人
）
で
あ
る
。
次
い
で
、「
六
〇
歳
代
」

の
一
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
四
人
）
と
「
三
〇
歳
代
」
の

属性項目 比率
（％）

実数
（人）

性別
男性
女性

46.0
54.0

64
75

年齢

20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代
無回答

2.2
10.7
32.4
31.7
17.2
0.7
5.0

3
15
45
44
24
1
7

学歴

初等教育
中等教育
専修学校
高等教育
無回答

6.5
43.2
12.9
31.7
5.8

9
60
18
44
8

属性項目 比率
（％）

実数
（人）

職業

農業
常勤（正規）
常勤（非正規）
非常勤
自営業
主婦
その他
無回答

1.4
51.8
5.8
6.5
8.6
11.5
7.2
7.2

2
72
8
9
12
16
10
10

世帯
構成

１人暮らし
夫婦２人暮らし

夫婦と未婚の子ども
１人親と未婚の子ども
配偶者の老親と同居

その他
無回答

13.7
19.4
48.9
0.7
0.7
5.8
10.8

19
27
68
1
1
8
15

 （老親に対する聞き取り調査を基に作成）

表１　他出子の基本属性
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一
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
五
人
）
と
続
く
。
学
歴
は
高
卒
以
上
の
人
が
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
お
り
、「
中
等
教
育
」
が
四
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
六

〇
人
）
で
「
高
等
教
育
」
が
三
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
四
四
人
）
に
上
る
。
職

業
は
、「
正
規
の
常
勤
」
が
五
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
七
二
人
）、
次
い
で
「
主

婦
」
の
一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
六
人
）
で
あ
っ
た
。
世
帯
構
成
は
「
夫
婦

と
未
婚
の
子
ど
も
」
の
形
態
が
四
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
六
八
人
）
に
上
り
、

核
家
族
と
い
う
典
型
的
な
他
出
子
の
家
族
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
出

子
の
子
世
代
が
独
立
あ
る
い
は
別
居
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
夫
婦
二
人
暮

ら
し
」
が
一
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
七
人
）
で
、
二
番
目
に
多
か
っ
た
。

　
続
い
て
、
老
親
と
の
距
離
関
係
を
確
認
す
る
た
め
に
、
他
出
子
の
居
住
地
域

と
帰
省
頻
度
と
の
関
係
を
表
２
か
ら
み
て
お
く
。
三
次
市
作
木
町
の
他
出
子
は

広
島
市
内
に
四
五
人
お
り
、
最
も
多
い
。
広
島
市
内
へ
は
中
国
自
動
車
道
を
経

由
し
て
一
時
間
〜
一
時
間
三
〇
分
の
距
離
に
あ
る
た
め
、
他
出
子
の
帰
省
頻
度

は
月
に
一
回
以
上
を
数
え
る
他
出
子
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
上
る
。
次
い

で
多
い
の
が
作
木
町
を
除
く
三
次
市
内
で
、
三
二
人
存
在
す
る
。
月
に
一
回
以

上
の
帰
省
を
数
え
る
人
が
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
日
常
的
に
老
親
子
関
係

が
維
持
さ
れ
て
い
る
実
態
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
広
島
市
や
三
次
市
を
除
く

広
島
県
内
に
居
住
す
る
他
出
子
は
二
二
人
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
も
八
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
が
月
に
一
回
以
上
帰
省
し
て
い
る
。
な
お
、
作
木
町
内
に
居
住
す

表２　他出子の居住地域と帰省頻度（単位：％）

該当他出子数 ほぼ毎日 週に1～2回 月に1～2回 年に1～2回

旧作木村内  5人 20.0 40.0 40.0  0.0

三次市内 32人 6.3 25.0 37.5 25.0

広島市内 45人 4.4 2.2 44.4 48.9

広島県内 22人 4.5 9.1 68.2  9.1

中国地方  4人 0.0 25.0 0.0 50.0

関西圏  8人 0.0 0.0 0.0 87.5

首都圏  8人 0.0 0.0 0.0 75.0

その他  7人 0.0 0.0 0.0 71.4

 （調査世帯のうち、最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し集計）
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る
他
出
子
は
五
人
い
る
が
、
こ
の
う
ち
週
一
回
以
上
帰
省
す
る
人
は
三
人
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
作
木
町
の
他
出
子
の
多
く
は
広
島
市
内
に
居
住
し
て
い
る
実

態
が
読
み
取
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
広
島
市
の
中
国
山
地

に
対
す
る
人
口
吸
引
力
の
大
き
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
　
他
出
子
に
よ
る
「
寺
檀
関
係
」
の
継
承

　
他
出
子
の
基
本
属
性
を
ふ
ま
え
て
、
他
出
子
に
よ
る
「
寺
檀
関
係
」
の
継
承

そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、
他
出
子
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
に

注
目
し
て
、
ど
ん
な
他
出
子
が
寺
檀
関
係
の
継
承
者
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
検

討
す
る
。
表
３
か
ら
「
男
性
の
い
る
き
ょ
う
だ
い
」
を
み
る
と
、
老
親
が
長
男

に
継
承
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
長
男
に
該
当
す

る
人
は
四
五
人
い
る
が
、
寺
檀
関
係
を
継
承
さ
せ
る
と
い
う
老
親
の
意
向
を
受

け
る
人
は
五
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
る
。
次
男
は
一
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
り
、
継
承
さ
せ
る
つ
も
り
の
な
い
と
さ
れ
る
人
は
四
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

長
男
が
圧
倒
的
に
継
承
者
と
し
て
目
さ
れ
て
い
た
。
老
親
は
、
あ
く
ま
で
も

「
長
男
」
に
寺
院
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
さ
れ
る

人
も
長
男
で
二
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
女
で
三
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
、

継
承
を
留
保
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
た
。
一
方
、「
女
性
の
み
の
き
ょ
う
だ
い
」

で
は
長
女
が
一
六
人
存
在
す
る
が
、
継
承
さ
せ
る
と
い
う
意
向
を
受
け
る
人
は

表３　きょうだい関係でみた寺檀関係の継承（単位：％）

きょうだい関係 該当人数 継承させる
継承させる
つもりはない

わからない 無回答

男性のいる
きょうだい

長男
次男
長女
次女

45人
14人
31人
 9人

51.1
14.3
 3.2
11.1

22.2
42.9
29.0
22.2

26.7
14.3
54.8
44.4

11.1
28.6
12.9
22.2

女性のみ
きょうだい

長女
次女

16人
14人

31.3
 7.1

18.8
35.7

37.5
50.0

12.5
 7.1

注１）個々の他出子について老親の意向を聞き取った 
　２）三男・四男、三女・四女は５人未満のため除いた
（調査世帯のうち最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し、他出子に対する意向
を集計）
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三
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
、
女
性
の
み
の
き
ょ
う
だ
い
に
お
い
て
は
長
女
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
が
、
婚
家
の
寺
檀
関
係
が
あ
る
中
で
の
継
承
が
進
む
か
ど
う
か
は
疑

問
で
あ
る
。

　
長
男
を
重
視
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
長
男
の
居
住
地
域
が
寺
檀
関
係
の
継

承
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
表
４
は
、
長
男
の

居
住
圏
域
と
寺
檀
関
係
の
継
承
の
有
無
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
旧
三
次
市
内
に
居

住
す
る
七
五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
広
島
市
内
に
住
む
五
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
広
島

県
内
に
住
む
七
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
関
西
圏
の
四
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
長
男
が

継
承
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
老
親
子
間
の
距
離
が
小
さ
い
ほ
ど
期
待
は
高
ま
る
が
、

広
島
市
内
に
住
む
長
男
に
お
い
て
も
半
数
に
上
り
、
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
老
親
か
ら
み
れ
ば
長
男
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
長
男
に
期
待
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
し
て
継
承
を
留
保
さ
れ
て
い
る
人

も
お
り
、
長
男
と
の
空
間
的
距
離
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
老
親
は
期
待
し
に
く
く
な
っ

て
い
る
。

八
　
他
出
子
に
よ
る
仏
事
へ
の
関
与
の
実
態

　
老
親
が
他
出
子
に
寺
檀
関
係
を
継
承
さ
せ
る
意
向
を
前
節
で
検
討
し
た
が
、
こ
こ

で
は
他
出
子
が
仏
事
に
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
寺
檀
関
係
を
男
性
の
子
ど
も
に
継
承
さ
せ
る
意
向
が
強
い
た
め
、
他
出
子
を
「
男

表４　他出子（長男）の居住地域と寺檀関係の継承（単位：％）

比率％ 該当人数 継承させる
継承させる
つもりはない

わからない

旧三次市内 13人 75.0  8.3 16.7

広島市内 13人 50.0 16.7 33.3

広島県内  7人 71.4 14.3 14.3

関西圏  5人 40.0  0.0 60.0

注１）各寺院に門徒として所属するイエの長男に注目した 
　２）該当人数が２人未満の圏域は除いた
（調査世帯のうち最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し、長男に対する意向を
集計）
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性
の
い
る
き
ょ
う
だ
い
」
と
「
女
性
の
み
の
き
ょ
う
だ
い
」
に
区
分
し
、
他
出

子
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
に
注
目
し
て
検
討
す
る
（
表
５
）。
前
者
の
う
ち
、
長

男
に
該
当
す
る
の
は
四
五
人
で
、
七
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
法
事
に
、
七

一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
葬
儀
に
、
ま
た
お
盆
の
行
事
に
は
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
、
日
常
の
墓
参
り
に
は
六
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
長
男
が
関
与
し
て
い
た
。

一
方
、
各
寺
院
で
開
か
れ
る
報
恩
講
に
対
し
て
は
皆
無
で
あ
り
、
法
事
や
葬
儀

な
ど
家
族
に
関
わ
る
行
事
や
世
間
一
般
の
習
俗
と
い
え
る
墓
参
り
な
ど
に
は
積

極
的
参
加
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
葬
儀
や
法
事
に
は
近
隣
住
民
や
地
元
在
住

の
親
族
の
そ
れ
も
含
ま
れ
て
お
り
、
地
元
で
の
「
お
つ
き
あ
い
」
関
係
の
維
持

に
長
男
が
努
め
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
一
方
、
女
性
の
き
ょ
う
だ
い
を
み
る
と
、「
男
性
の
い
る
き
ょ
う
だ
い
」
で

は
長
女
に
あ
た
る
人
（
三
一
人
）
が
法
事
に
八
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
葬
儀
に

七
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
参
加
し
、
次
女
に
あ
た
る
人
（
九
人
）
が
法
事
に
八

八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
葬
儀
に
七
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
参
加
し
て
い
た
。
男

性
の
き
ょ
う
だ
い
に
比
べ
、
女
性
の
き
ょ
う
だ
い
は
実
家
や
そ
の
近
隣
者
等
の

仏
事
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。「
女
性
の
み
の
き

ょ
う
だ
い
」
に
注
目
し
て
み
る
と
、
長
女
に
あ
た
る
人
（
一
六
人
）
の
う
ち
六

八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
葬
儀
に
、
六
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
法
事
に
参
加
し
て

い
る
。
次
女
に
あ
た
る
人
（
一
四
人
）
の
う
ち
、
六
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
葬

表５　他出子の「きょうだい関係」と仏事関与の実態（単位：％）

きょうだい関係
該当
人数

葬儀 法事 お盆 報恩講 墓参り
新年
参賀

男性のいる
きょうだい

長男
次男
長女
次女

45人
14人
31人
 9人

71.1
57.1
70.9
77.8

77.8
71.4
80.6
88.9

66.7
35.7
61.3
88.9

 0.0
 0.0
 9.7
11.1

60.0
57.1
51.6
55.6

28.9
 7.1
25.8
44.4

女性のみ
きょうだい

長女
次女

16人
14人

68.8
64.3

62.5
64.3

68.7
57.1

 6.3
 7.1

68.8
57.1

18.8
35.7

注１）三男・四男、三女・四女は少数のため除いた
　２）各仏事に関与する他出子を算出
（調査世帯のうち最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し、他出子に対する状況
を集計）
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儀
と
法
事
に
関
与
し
て
い
た
。
ま
た
、
お
盆
や
墓
参
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
女

性
の
き
ょ
う
だ
い
の
う
ち
五
〇
〜
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
人
が
参
加
し
て

い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
男
性
の
き
ょ
う
だ
い
よ
り
も
女
性
の
き
ょ
う

だ
い
が
実
家
に
関
わ
る
仏
事
に
参
与
し
や
す
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　
続
い
て
、
そ
の
他
出
子
の
仏
事
へ
の
関
与
は
居
住
地
域
に
影
響
を
受
け
る
も

の
な
の
か
を
表
６
か
ら
確
認
す
る
。
こ
れ
は
、
居
住
地
域
別
に
他
出
子
全
体
に

つ
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
最
も
多
い
広
島
市
に
居
住
す
る
他
出
子
（
四
五
人
）
の
う
ち
、
七

五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
法
事
に
、
六
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
葬
儀
に
、
六
八
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
が
お
盆
に
関
わ
る
な
ど
、
多
く
の
子
ど
も
が
実
家
に
帰
省
し
て

対
応
し
て
い
た
。
次
い
で
三
次
市
に
居
住
す
る
他
出
子
（
三
二
人
）
は
、
法
事

に
八
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
葬
儀
に
七
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
お
盆
に
七

一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
関
与
し
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
。
広
島
市
に
居
住
す
る

子
ど
も
よ
り
も
高
い
比
率
で
対
応
し
て
お
り
、
実
家
へ
帰
省
し
や
す
い
環
境
に

あ
る
。

　
ま
た
、
広
島
県
に
該
当
す
る
三
次
市
周
辺
の
市
町
に
居
住
す
る
他
出
子
（
二

二
人
）
を
み
る
と
、
広
島
市
に
居
住
す
る
人
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
が
読
み
取
れ
、

七
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
葬
儀
に
、
六
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
法
事
に
、
同
じ

く
六
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
お
盆
に
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
三
地
域
に
居
住

表６　他出子（全体）の居住地域と仏事関与の実態（単位：％）

該当
他出子数

葬儀 法事 お盆 報恩講 墓参り
新年
参賀

旧作木村
旧三次市
広島市
広島県
関西圏
首都圏
その他

 5人
32人
45人
22人
 8人
 8人
 7人

100
78.1
68.9
72.7
50.0
87.5
71.4

100
84.4
75.6
68.2
75.0
87.5
71.4

100
71.9
66.7
68.2
62.5
50.0
28.6

0.0
3.1
0.0
9.1
0.0
0.0
0.0

80.0
71.9
62.2
54.5
25.0
50.0
57.1

40.0
18.8
37.8
27.3
0.0
25.0
28.6

注１）中国地方（広島県を除く）は５人未満のため除いた 
　２）各仏事に関与する他出子を算出
 （調査世帯のうち、最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し集計）
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す
る
他
出
子
の
う
ち
五
〇
〜
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
日
常
の
墓
参
り
を
行
っ
て
い
た
。
広
島
県
外
の
関
西
圏
（
八
人
）
や
首
都
圏
（
八
人
）

に
居
住
す
る
他
出
子
を
み
る
と
、
法
事
や
葬
儀
に
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
が
参
加
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
集
落
住
民
に
関
わ
る
葬
儀
や

法
事
で
は
な
く
、
実
家
に
関
わ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
実
家
や
集
落
の
仏
事
に
関
与
が
み
ら
れ
る
中
で
、
寺
院
で
執
り
行
わ
れ
る
報
恩
講
に
対
し
て
は
皆
無
か
わ
ず
か
な
人
が
参

加
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
寺
院
の
行
事
よ
り
も
、
イ
エ
や
ム
ラ
の
行
事
に
空
間
を
超
え
て
積
極
的
に
参
加
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

九
　
他
出
子
に
よ
る
「
墓
」
と
「
仏
壇
」
の
継
承

　
次
に
、
信
仰
の
継
承
と
大
き
く
関
わ
る
「
墓
」
や
「
仏
壇
」
の
継
承
を
み
て
い
く
。
墓
や
仏
壇
の
存
在
は
、
墓
参
り
や
お
盆
な
ど
他
出

子
が
実
家
に
帰
省
す
る
要
素
に
な
る
と
同
時
に
、
現
代
の
農
山
村
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
の
流
動
化
に
関
わ
る
要
素
に
も
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
他
出
子
が
墓
や
仏
壇
を
継
承
す
る
か
ど
う
か
は
、
出
身
村
へ
の
関
与
の
動
向
を
考
え
る
手
が
か
り
に
も
な
る
。

　
は
じ
め
に
、
き
ょ
う
だ
い
の
形
態
に
注
目
し
て
墓
や
仏
壇
の
継
承
（
表
７
）
を
み
て
い
く
。
こ
の
回
答
は
、
世
帯
を
単
位
に
老
親
の
意

向
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。
男
性
の
い
る
き
ょ
う
だ
い
を
子
ど
も
に
持
つ
四
五
世
帯
の
う
ち
、「
今
の
場
所
で
継
承
す
る
者
が
決
ま
っ
て
い

る
」
と
す
る
の
は
、
墓
で
は
五
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
仏
壇
は
四
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
作
木
町
内
か
ら
墓
や
仏
壇
を

移
動
せ
ず
に
、
老
親
子
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
男
性
が
い
る
場
合
は
継
承
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
今

の
場
所
で
継
承
し
て
ほ
し
い
が
、
決
ま
っ
て
い
な
い
」
は
、
老
親
の
気
持
ち
と
し
て
は
作
木
町
内
か
ら
墓
や
仏
壇
を
移
動
さ
せ
て
た
く
な

い
と
希
望
し
て
い
る
が
、
話
し
合
い
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
子
ど
も
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
老
親
の
気
持
ち
が

反
映
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
対
象
地
域
で
は
話
し
合
い
が
進
ん
で
い
る
世
帯
が
多
い
の
で
、
墓
は
三
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
仏
壇
は

四
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
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反
対
に
、「
女
性
の
み
の
き
ょ
う
だ
い
」（
一
六
世
帯
）
の
場
合
、「
今
の
場
所

で
継
承
す
る
者
が
決
ま
っ
て
い
る
」
と
す
る
の
は
、
墓
と
仏
壇
と
も
に
三
七
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。「
今
の
場
所
で
継
承
し
て
い
る
ほ
し
い
が
、
決
ま
っ
て

い
な
い
」
は
、
前
者
よ
り
も
上
が
っ
て
墓
と
仏
壇
と
も
に
五
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
。
婚
家
で
管
理
す
る
墓
や
仏
壇
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
る
た
め
、
老
親
か

ら
具
体
的
な
話
が
で
き
ず
に
い
る
実
態
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
「
処
分
す
る
」
を

み
る
と
、「
女
性
の
み
の
き
ょ
う
だ
い
」
が
「
男
性
の
い
る
き
ょ
う
だ
い
」
よ
り

も
比
率
が
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
老
親
の
娘
に
対
す
る
配
慮
が
窺
え
る
。

　
次
に
、
長
男
の
居
住
圏
域
に
注
目
し
て
墓
や
仏
壇
の
継
承
を
検
討
す
る
（
表

８
）。
墓
の
場
合
、「
今
の
場
所
で
継
承
す
る
者
が
決
ま
っ
て
い
る
」
が
高
い
圏
域

は
、
実
数
が
二
世
帯
で
少
な
い
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
旧
作
木
村

内
と
関
西
圏
に
住
む
長
男
で
あ
っ
た
。
一
三
人
と
最
も
人
数
の
多
い
広
島
市
は
墓

で
六
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、
仏
壇
は
三
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
。
同

じ
く
三
次
市
内
で
は
、
墓
は
三
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
仏
壇
は
五
三
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
広
島
市
や
三
次
市
を
除
く
広
島
県
内
（
七
人
）
で
は
、
墓
は
五

七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
仏
壇
は
二
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
標
本

数
は
少
な
い
が
関
西
圏
で
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
首
都
圏
で
は
六
〇
・
〇
パ
ー

セ
ン
ト
で
継
承
者
が
決
ま
っ
て
い
た
。

　
墓
に
対
し
て
は
作
木
町
内
に
住
む
継
承
者
で
決
ま
っ
て
い
る
場
合
が
高
い
の
に

表７　きょうだいの形態からみた継承（単位：％）

該当
世帯数

今の場所で
継承する者が
決まっている

今の場所で継承
してほしいが、
決まっていない

継承者の
居住地へ
移転する

処分する

墓 仏壇 墓 仏壇 墓 仏壇 墓 仏壇

男性のいる
きょうだい 45 55.6 42.2 31.1 40.0 4.4 6.7  2.2  8.9

女性のみ
きょうだい 16 37.5 37.5 50.0 50.0 0.0 0.0 12.5 12.5

全体 61 50.8 41.0 36.1 42.6 3.3 4.9  4.9  9.8

注）イエ（世帯）単位で老親の意向を聞き取ったため、「きょうだいの形態」で算出
 （調査世帯のうち、最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し集計）
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対
し
、
仏
壇
は
継
承
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
現
状
が
窺
え
る
。
浄
土
真
宗
の
仏

壇
は
一
畳
ほ
ど
も
あ
る
据
え
付
け
型
の
大
型
仏
壇
で
あ
り
、
他
出
子
の
住
宅
事

情
を
考
え
る
と
、
継
承
者
の
居
住
地
へ
の
移
転
は
困
難
で
あ
る
。
仏
壇
を
管
理

す
る
こ
と
は
家
屋
（
屋
敷
）
を
管
理
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
本
当
は
実
家
で
受

け
継
い
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
子
ど
も
に
負
担
を
か
け
ら
れ
ず
、
決
め

ら
れ
ず
に
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
三
次
市
で
は
三

〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
広
島
市
で
四
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
前
二
者
を
除
く
広

島
県
内
で
は
七
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
決
め
ら
れ
ず
に
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、

長
男
の
居
住
地
域
に
関
わ
ら
ず
墓
の
継
承
者
は
決
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
仏

壇
の
継
承
者
は
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
仏
壇
や
墓
の
移

設
や
廃
棄
は
、
実
家
に
帰
省
す
る
契
機
、
出
身
村
と
の
縁
が
失
わ
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
長
男
の
年
齢
層
と
の
関
連
で
墓
や
仏
壇
の
継
承
を
確
認
し
て
お
く

（
表
９
）。「
今
の
場
所
で
継
承
す
る
者
が
決
ま
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
墓
で
は
四
〇
歳
代
以
上
で
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
仏
壇
は
五
〇
歳
代

以
上
で
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
上
昇
し
て
い
る
。
反
対
に
「
今
の
場
所
で
継

承
し
て
ほ
し
い
が
、
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
世
帯
で
は
、
墓
に
対
し

て
は
三
〇
歳
代
で
五
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
〇
歳
代
で
三
五
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
。
仏
壇
に
つ
い
て
は
、
三
〇
歳
代
で
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

表８　他出子（長男）の居住地域からみた継承（単位：％）

長男の
居住圏域

該当
世帯数

今の場所で
継承する者が
決まっている

今の場所で継承
してほしいが、
決まっていない

継承者の
居住地へ
移転する

処分する

墓 仏壇 墓 仏壇 墓 仏壇 墓 仏壇

旧作木村内
三次市内
広島市内
広島県内
関西圏
首都圏

 2
13
13
 7
 2
 5

100
38.5
61.5
57.1
100
60.0

100
53.8
30.8
28.6
50.0
40.0

 0.0
38.5
30.7
42.8
 0.0
40.0

 0.0
30.8
46.1
71.4
 0.0
40.0

 0.0
15.4
 0.0
 0.0
 0.0
 0.0

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
7.6
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

注）男性のいるイエ（世帯）のみを抽出 
 （調査世帯のうち、最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し集計）
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四
〇
歳
代
で
五
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
年
齢
が
下
が
る
ほ
ど
決
ま
っ
て
い
な

い
。
た
だ
、
六
〇
歳
代
で
仏
壇
の
継
承
が
決
ま
っ
て
い
な
い
世
帯
が
多
い
の
は
、
長

男
自
身
が
高
齢
期
を
迎
え
て
大
き
な
仏
壇
の
処
置
を
決
め
ら
れ
ず
に
い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。

　
仏
壇
に
比
べ
墓
の
ほ
う
が
継
承
を
決
定
し
て
い
る
年
齢
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

対
象
地
域
に
お
い
て
二
〇
年
前
か
ら
山
上
の
集
落
墓
地
か
ら
屋
敷
内
に
墓
地
を
移
設

す
る
家
が
多
く
な
り
、
新
装
な
っ
た
墓
に
対
す
る
意
識
の
高
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
墓
も
屋
敷
内
に
移
さ
れ
、
家
屋
内
に
あ
る
仏
壇
と
セ
ッ
ト

に
扱
わ
れ
る
実
態
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墓
の
継
承
意
識
が
早
く
か
ら

形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
長

男
の
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
継
承
が
決
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に
墓
の
継
承
が
早
い

時
期
か
ら
確
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
実
態
が
み
え
る
。

一
〇

　「
ム
ラ
の
お
寺
」
の
存
在
意
義

　
最
後
に
、
寺
院
の
存
在
意
義
を
地
域
住
民
が
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
、
表
10
か
ら
検
討
し
た
い
。
表
中
に
あ
る
九
つ
の
項
目
を
挙
げ
て
質
問
し
、

Ａ
〜
Ｅ
地
区
に
区
分
し
て
地
区
別
に
集
計
し
た
。
地
域
別
に
提
示
し
て
い
る
の
は
、

作
木
町
内
に
所
在
す
る
寺
院
が
「
化ケ

境キ
ョ
ウ

」
と
よ
ば
れ
る
集
落
を
単
位
と
す
る
護
持

制
度
を
運
用
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
神
社
は
「
氏
神
」
と
し
て
地
域
単
位
（
集
落

表９　他出子（長男）の年齢層からみた継承（単位：％）

長男の
年齢

該当
世帯数

今の場所で
継承する者が
決まっている

今の場所で継承
してほしいが、
決まっていない

継承者の
居住地へ
移転する

処分する

墓 仏壇 墓 仏壇 墓 仏壇 墓 仏壇

30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

 6
14
12
 9

33.3
50.0
66.6
66.6

33.3
28.6
58.3
44.4

50.0
35.7
16.7
33.3

66.7
50.0
16.7
55.6

0.0
7.1
8.3
0.0

0.0
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
8.3
0.0

 0.0
 7.1
22.2
 0.0

注１）男性のいる世帯のみを抽出
　２）20歳代と70歳代は１人のため除いた
 （調査世帯のうち、最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し集計）

14　中條氏.indd   137 2017/09/04   15:23



「教化学研究８」2017. 3 138

単
位
）
に
「
氏
子
圏
」
を
形
成
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
類
す
る
護
持
シ
ス
テ
ム

と
い
え
よ
う
。

　
ま
ず
高
か
っ
た
の
は
、「
信
仰
の
重
要
な
拠
り
所
」
や
「
教
え
を
聞
く
場
所
」

な
ど
、
寺
院
本
来
の
宗
教
的
役
割
を
意
識
す
る
項
目
は
四
分
の
三
以
上
の
支
持

が
あ
っ
た
。
同
様
に
、「
地
域
社
会
の
伝
統
を
守
る
存
在
と
し
て
」
の
寺
院
の

機
能
も
高
く
、
作
木
町
内
の
寺
院
は
中
世
以
来
の
歴
史
を
有
し
、
寺
族
が
連
綿

と
し
て
寺
を
支
え
て
き
た
と
い
う
実
績
が
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
。
一
方
、
評

価
が
低
く
な
る
項
目
と
し
て
「
個
人
的
な
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
場
所
」
が
三

〇
〜
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
な
っ
て
い
た
。
寺
院
が
廃
寺
と
な
っ
た
Ｃ
地
区
で

は
三
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
特
に
低
く
、
社
会
的
分
業
の
深
化
に
よ
り
寺
院
の

相
談
機
能
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
が
、
日
常
的
に
寺
院
と
の
つ
な
が
り
が

薄
い
こ
と
も
要
因
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
事
は
す
べ
て
自
宅
、

墓
地
も
境
内
外
に
あ
り
、
日
常
的
に
寺
院
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
な
い
こ
と
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。「
お
墓
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
存
在
」
と
し
て
の
機
能
は
、

当
該
地
域
で
は
低
い
。
い
わ
ゆ
る
寺
墓
地
で
は
な
く
集
落
墓
地
や
屋
敷
墓
で
あ

る
た
め
、
寺
院
が
墓
の
管
理
に
関
与
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
Ａ
地
区
に

お
い
て
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
高
い
の
は
、
山
上
の
集
落
墓
地
か
ら
屋
敷

墓
へ
の
移
転
が
進
み
、
そ
れ
に
寺
院
が
協
力
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

表10　ムラのお寺の存在意義（地区別）（単位：％）

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区

地域社会の象徴として
地域社会の活動拠点として
家族のつながりの象徴として
親族が集まる機会を提供する存在

信仰の重要な拠り所
個人的な相談に乗ってもらう場所
地域社会の伝統を守る存在として

教えを聞く場所
お墓の面倒をみてくれる存在

95.0
85.0
68.3
66.6
81.7
43.3
83.3
76.7
63.3

97.4
87.1
64.1
64.1
74.4
43.6
79.5
74.4
35.9

80.0
40.0
53.3
46.6
80.0
33.3
80.0
100
40.0

95.2
76.2
52.4
71.4
61.9
52.4
76.2
76.2
38.0

92.1
63.2
76.3
60.5
92.1
42.1
81.6
81.6
28.9

回答総数（人） 60 39 15 21 38

 （調査世帯のうち、最も多くの情報を寄せた老親のデータを抽出し集計）
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社
会
的
機
能
と
し
て
は
、「
地
域
社
会
の
象
徴
と
し
て
」
の
寺
院
の
意
義
が
最
も
高
か
っ
た
。
九
項
目
中
最
も
高
く
、
地
域
差
な
く
各

地
区
で
八
〇
〜
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
高
い
比
率
で
あ
っ
た
。「
地
域
社
会
の
活
動
拠
点
と
し
て
」
の
役
割
で
、
地
域
差
を
伴
い
な
が

ら
も
六
〇
〜
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
的
高
い
比
率
を
示
し
て
い
た
。
広
島
県
北
部
の
備
北
か
ら
芸
北
地
域
は
真
宗
地
帯
で
あ
り
、
地
域

社
会
の
結
節
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
と
い
え
る
。
Ｃ
地
区
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
は
廃
寺
と
な
っ
た
寺
院
が
所
在
し

た
た
め
で
あ
る
。
親
族
の
結
節
と
し
て
の
役
割
は
、「
家
族
の
つ
な
が
り
の
象
徴
」
や
「
親
族
が
集
ま
る
機
会
を
提
供
す
る
存
在
」
が
各

地
区
と
も
六
〇
〜
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
廃
寺
が
影
響
し
て
い
る
た
め
か
Ｃ
地
区
は
他
地
区
に
比
べ
低
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
地
区
に
所
在
す
る
寺
院
の
特
性
、
あ
る
い
は
地
区
独
自
の
事
情
な
ど
が
寺
院
の
存
在
意
義
を
左
右
し
て
い
る
実
態
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
一

　
寺
檀
関
係
の
持
続
可
能
性
│
他
出
子
に
注
目
す
る
こ
と
の
意
義
│

　
本
報
告
は
、
過
疎
地
域
と
り
わ
け
中
国
山
地
の
山
村
に
お
け
る
浄
土
真
宗
寺
院
に
注
目
し
、
地
元
に
残
留
す
る
門
信
徒
（
老
親
）
や
都

市
へ
他
出
し
た
子
ど
も
（
他
出
子
）
の
動
向
か
ら
寺
檀
関
係
の
持
続
可
能
性
を
検
討
し
た
。
最
後
に
、
他
出
子
に
注
目
す
る
こ
と
の
意
義

に
つ
い
て
確
認
し
擱
筆
し
た
い
。

　
山
村
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
日
本
の
過
疎
地
域
で
は
、
檀
家
を
構
成
す
る
家
族
の
空
間
的
分
散
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
寺
檀
関
係
の
持

続
は
他
出
子
が
寺
院
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
関
係
構
築
し
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
出
身
村
あ
る
い
は
老
親
と
の
関
係
性
を
維
持

す
る
他
出
子
は
法
事
や
墓
参
り
な
ど
仏
事
に
関
与
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
帰
省
頻
度
な
ど
老
親
子
間
の
距
離
に
作
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
他
出
子
の
う
ち
長
男
か
次
男
か
な
ど
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
、
あ
る
い
は
男
性
の
い
る
き
ょ
う
だ
い
か
女
性
の
み
の
き
ょ
う
だ
い
か
の

形
態
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
き
ょ
う
だ
い
関
係
と
空
間
性
を
加
味
し
て
他
出
子
を
検
討
す

る
こ
と
の
有
効
性
が
、
本
報
告
か
ら
確
認
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
、「
他
出
子
」
に
対
す
る
検
討
に
加
え
て
、「
他
出
者
」
に
対
す
る
検
討
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
老
親
が

地
元
に
残
留
し
て
い
る
「
他
出
子
」
の
み
な
ら
ず
、
老
親
が
死
去
し
て
出
身
村
と
の
縁
が
薄
く
な
っ
て
い
る
「
他
出
者
」
の
対
応
に
つ
い

て
研
究
す
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
。
本
報
告
は
老
親
が
現
役
で
寺
院
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
現
役
世
代
が

寺
院
と
の
関
係
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
際
に
、
他
出
者
の
対
応
が
寺
檀
関
係
の
持
続
可
能
性
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
本
報
告
の
冒
頭
で
、
寺
院
問
題
は
過
疎
地
域
問
題
を
構
成
す
る
一
つ
の
要
素
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
地
域
社
会
の
持
続
性
を
考
え
る
こ

と
で
も
あ
る
。
寺
院
と
の
関
係
の
維
持
は
地
元
と
の
関
係
の
維
持
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
報
告
の
分
析
か
ら
も
他
出
子
の
帰
省
す
る

き
っ
か
け
の
多
く
は
仏
事
を
伴
う
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
出
身
村
と
の
関
係
の
継
続
性
を
計
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
り
う
る
。

他
出
子
の
み
な
ら
ず
他
出
者
の
動
向
に
も
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
を
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
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